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JENESYS2019 ASEAN 派遣プログラム第７陣の記録  

テーマ：日本文化交流，派遣国：シンガポール 

 

 

１．プログラム概要 

対日理解促進交流プログラム JENESYS2019 の一環として，日本の大学生 16 名が

2020 年 2 月 4 日～2 月 12 日の 8 泊 9 日の日程でシンガポールへ派遣され，日本の政

治，経済，社会，文化，歴史に関する理解促進，および日本の魅力等の積極的な発信を

目指し，「日本文化交流」をテーマとしたプログラムに参加しました。 

本訪星団はシンガポール訪問中，日本の在外公館，日本商工会議所や日系企業・現地

企業等を訪問・視察し，日本とシンガポールとの関係性および日本の国際貢献に関する

知見を深めました。またシンガポール市内の様々な施設や商業地等を見学した他，大学

交流やホームステイ体験を通じて，シンガポールの文化・社会に対する理解を深めまし

た。 

一行はプログラム中，シンガポールにおける対日理解の促進，日シンガポール間の信

頼関係増進の基盤強化を目的として，各々の関心事項や体験について SNS を通じて対

外発信を行い，帰国前の報告会では，訪星経験を活かした帰国後のアクション・プラン

（活動計画）についてグループ毎に発表しました。 

 

【参加者所属先・人数】 創価大学 5 名， 東海大学 6 名， 明治学院大学 5 名 

 

 

２．日程    

２月４日（火）  訪星 

 

２月５日（水） 【オリエンテーション】ＪＴＢアジア・パシフィック本社 

【視察】Japan Creative Centre (JCC) 

【表敬】在シンガポール日本国大使館 

【視察】シンガポール市内（バトル・ボックス，マウント・フェーバー） 

 

２月６日（木） 【視察】Mitsubishi Heavy Industries Asia Pacific Pte. Ltd. 

【視察】シンガポール日本商工会議所 

 

２月７日（金） 【視察】現地教育財団視察 

【学校交流】シンガポール国立大学：意見交換，プレゼンテーション 

 

２月８日（土） 【視察】Marina Barrage（シンガポールを代表する淡水貯水池） 

  【視察】Gardens by the Bay 

【ホームステイ】 
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２月９日（日） 【視察】シンガポール市内（インド人街，アラブ人街） 

【視察】チャイナタウン，ブラス・バサー/ブギス地区 

 

２日１０日（月）【視察】JTB アジア・パシフィック本社 

【視察】スカイ・グリーン社 

【視察】シンガポール都市再開発庁(URA) 

 

２月１１日（火）【成果報告会】 

                離星 

 

２月１２日（水）帰国 

 

 

３．プログラム記録写真  

  

2 月 5 日（水） 

【オリエンテーション】 

ＪＴＢアジア・パシフィック本社 

2 月 5 日（水） 

【視察】Japan Creative Centre (JCC) 

  

2 月 5 日（水） 

【表敬】在シンガポール日本国大使館 

2 月 5 日（水） 

【視察】バトル・ボックス 
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2 月 6 日（木） 

【視察】Mitsubishi Heavy Industries  

Asia Pacific Pte. Ltd. 

2 月 6 日（木） 

【視察】シンガポール日本商工会議所 

  

2 月 7 日（金） 

【視察】現地教育財団視察 

2 月 7 日（金） 

【学校交流】シンガポール国立大学 

  

2 月 8 日（土） 

【視察】Marina Barrage 

2 月 8 日（土） 

【視察】Gardens by the Bay 
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2 月 8 日（土） 

【ホームステイ】 

2 月 9 日（日） 

【視察】シンガポール市内 

  

2 月 9 日（日） 

【視察】アラブ人街 

2 月 9 日（日） 

【視察】チャイナタウン 

  

2 日 10 日（月）         

【視察】JTB アジア・パシフィック本社 

2 日 10 日（月） 

【視察】スカイ・グリーン社 
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2 日 10 日（月） 

【視察】シンガポール都市再開発庁 

2 月 11 日（火） 

【成果報告会】 

 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆ 大学生（創価大学） 

この度は，私たち創価大学生を JENESYS2019 シンガポール派遣に参加させて頂き，

誠にありがとうございました。参加前は，ASEANの中でも群を抜いて経済成長を遂

げるシンガポールに赴き，その発展の秘密を詳しく知りたいとの思いでしたが，実

際に訪問してみると，想像の何倍も深い学びを得ることができました。現地では，

経済発展と環境保全を両立するシンガポールの様々な工夫と努力が見え，大変勉強

になりました。日本では考えられないようなたくさんの高い建物が海を反射し，そ

れを囲むように生い茂る青々とした緑の樹々が美しく，国全体が統合されていて，

非常に感動しました。写真だけではわからない，シンガポールの魅力を五感で感じ

ることができました。また，シンガポールには日本の食品や製品があちこちに販売

されており，日本製品が人気であることを感じました。シンガポール国立大学での

学生交流の場においても，日本文化について私達よりも詳しく話してくださる学生

さんたちを目にし，感動を覚えました。自分たちでは気づかない日本の魅力を，シ

ンガポールに渡航することで気づくという，不思議な体験をすることができました。 

JENESYSに参加して，私にとって最も有意義であったことは，本プログラムを通し

たたくさんの素晴らしい出会いです。視察先の方々，NUS の学生さん，ホームステ

イ先のご家族など，シンガポール人の方々の温かい優しさに触れ，多文化共生国家

ならではの魅力を感じました。そして 8日間を共にした明治学院大学，東海大学か

らの派遣団員の皆さんとの出会いから多くの刺激を受け，自身の将来設計やグロー

バル社会での世界市民とは何かについて，考えさせられました。改めて，

JENESYS2019シンガポール派遣に参加させて頂き，大変にありがとうございました。

大充実の 8日間を通して，多くの成長の機会を頂けたことに，創価大学派遣団一同，

誠に感謝しております。 
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◆ 大学生（東海大学） 

まず，本事業において多くの方々の支援やご協力に心から感謝申し上げます。  

9日間の派遣を終えて感じたことは，期待以上の経験ができたということです。

なぜ私がそう感じたかを，2つの観点から説明します。                     

1つ目は，内容の濃い企業訪問です。JTBシンガポール支店をはじめとする日本企

業やシンガポールの企業など，幅広い企業訪問をすることができ，将来の選択肢

が増えました。日本で行われているインターンシップや説明会よりも，様々な情

報を知ることができ，大使館にお勤めしている方や三菱重工業の副社長さんなど

と直接お話しをする貴重な機会をいただき感謝しています。海外で働くことがど

ういうことなのか，これからの日本をより良くするためには何が必要なのかを対

話の中で考えさせられました。シンガポールという ASEAN諸国の中では大きな特

徴を持つ国で働く現地の人々や，国と国を繋ぐ仕事の偉大さを感じ，私も外交の

架け橋のような存在になりたいと強く感じました。2つ目は，シンガポールの

人々との深い交流です。まず，大学交流でディスカッションの時間を設けていた

だき，教育関係について深く知ることができました。勉強や受験に関するストレ

スや道徳教育についてなど意見交換をし，日本が現在抱えていいる問題の解決に

繋がるアイディアを得ることができました。将来，教師を目指す私たちにとって

この時間はとても有意義な時間でした。そしてホームステイでは，民族によって

異なる生活様式を体験し，多国籍国家というものを改めて実感しました。私がお

世話になったマレー系のご家族は，とても家族間の交流を大切にしていて，たっ

た 1泊という短い時間にも関わらず，家族の一員のように接してくれました。私

はまたシンガポールに来ることを誓い，この家はシンガポールで 1番大切な場所

になりました。 

◆ 大学生（明治学院大学） 

一番印象深いのは日本好きが多いということです。街中を見ると，多くの日本食レ

ストランや日本のアニメの広告などが目につきました。特に大学交流とホームステ

イを通じた現地の人たちとの交流の場では，親日家や知日家の方が多いと実感しま

した。多くの方が日本語を学習しており，日本文化に精通していることがわかりま

した。日本に対する誇りも感じましたし，日本を海外に発信することに強く使命を

感じました。現地の学生の多くが母語，英語，日本語といった複数の言語を操って

おり，シンガポールのバイリンガル教育の強みを実感しました。さらにシンガポー

ルの学生の一日における勉強時間は３〜６時間と聞き，日本の大学生の勉強に対す

る意識の低さを痛感しました。 

また，シンガポールは非常に居心地が良いと感じました。外国人に対して寛容であ

るという印象を持ちました。多民族国家のシンガポールは異なる宗教，価値観が共

生しており，お互いの価値観，言語，文化を尊重し理解しようとするシンガポール

国民の姿勢を感じる取ることができました。昨今，日本でも外国人と関わる機会が

増えています。一方的に日本を説明するのではなく，相手の国のことや価値観も  

しっかり理解し，敬意を持って交流していこうと思います。 
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５．受入れ側の感想 （抜粋） 

◆ シンガポール日本商工会議所 

シンガポールにおける日本商工会議所の概要，活動内容，進出企業の活動例を中心

に説明を行いましたが，参加者の約７割が日本人として将来海外で働く事を希望さ

れており，また３年生・４年生が多かったので就職活動に絡めたアドバイスが出来

非常に有意義な内容となった。 

  

◆ ホームステイ受入れ先の家族 

日本の学生をホームステイで受け入れた事がなく，とても貴重な経験であった。 

1 泊のホームステイは少し短く感じたが，日本人学生がすぐ溶け込んでくれ，ま

るで私たちの娘のように感じた。今回のシンガポールファミリーとの滞在を貴重

な経験として日本に帰ってからも活かして欲しい。 

 

 

６．参加者の対外発信 

  

多民族国家シンガポールを代表するエリ

アより発信 
スカイグリーン社より発信 
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現地最終日，成果報告会 

 

 

７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

 

アクション・プランの発表 (創価大学) 

① 創価大学で，今年の 4 月から 5 月に，アジア研究会や社会に向けて，自分達がシンガポ

ールで学んだ事に興味関心を向けるような内容を発信していく。 

② 各自が，諸外国の学生に向けて，アジアについて関心と理解を深めてもらえるように 

ＳＮＳを通し情報を発信する。また，話し合う機会を持つ。 

アクション・プラン：日本に帰国後，世界に向けて，日本文化（四季やイベント），また，

シンガポール訪問で学んだ事に興味を持つようなＳＮＳを投稿する。 
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アクション・プランの発表 (東海大学) 

① 大学交流のディスカッションで教育関係について深く知ることができた。学費，体力，

教育について考察した。特に，道徳教育の大切さを学んだ。 

私達の意見：先入観なしに心を開く事・自分自身で考えて，答えを見つける事。 

アクション・プラン：道徳教育の大切さをプレゼンテーションしたり，ＳＮＳ発信をする。 

 

アクション・プランの発表 (明治学院大学) 

① 多くの日本食店や日本のアニメの広告が目についた。親日家や知日家，日本文化にも精

通している人が多い。 

アクション・プラン：Web にアニメ文化の記事を載せる。Youtube を開設して発信する。 

シンガポールでの体験を本にする。 

 

事業実施団体：株式会社ＪＴＢ 


